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四
十
五
年
国
勢
調
査
報
告

　
　
　
　
村
の
人
ロ

　
　
　
　
　
前
回
よ
り
七
百
八
十
三
人
の
減
少

　
去
る
十
月
一
日
を
期
し
、
実
施
さ

れ
た
国
勢
調
査
の
結
果
を
公
表
い
た

し
ま
す
。

　
そ
の
結
果
に
よ
る
と
人
口
で
は
、

四
十
年
か
ら
四
十
五
年
の
五
年
間
に

七
八
三
人
減
少
し
、
世
帯
数
で
は

六
世
帯
の
減
少
と
な
っ
た
。
こ
の
人

口
変
動
を
地
区
別
に
見
る
と
、
田

沢
地
区
が
二
八
四
人
、
倉
俣
地
区
が

二
四
一
人
、
貝
野
地
区
が
一
九
二
人

田
代
地
区
が
六
六
人
と
そ
れ
ぐ
の

地
区
で
い
す
れ
も
人
口
が
減
少
し
て

い
る
。
減
少
率
の
面
か
ら
見
る
と
、

三
十
五
年
か
ら
四
十
年
の
減
少
率
は

九
％
で
あ
っ
た
が
、
四
十
年
か
ら
四

十
五
年
の
減
少
率
は
九
・
四
％
と
○

・
四
％
増
加
し
た
。

　
こ
の
減
少
率
を
三
十
五
年
か
ら
四

十
年
の
五
年
間
と
四
十
年
か
ら
四
十

五
年
の
五
年
間
の
減
少
率
を
地
区
別

に
比
べ
て
み
る
と
、
田
沢
地
区
で
は

六
・
一
％
が
五
・
八
％
に
、
倉
俣
地

区
で
は
十
二
・
二
％
が
十
三
・
四
％

に
、
貝
野
地
区
で
は
十
三
％
が
十
四

・
三
％
に
田
代
地
区
で
は
十
六
・
六

％
が
二
十
五
・
八
％
と
田
沢
地
区
を

除
い
て
各
地
区
と
も
減
少
率
は
増
加

し
た
。

　
人
口
増
加
部
落
は
四
、
増
減
の
無

い
部
落
は
一
、
減
少
率
十
％
未
満
の

部
落
十
五
、
十
％
～
二
十
％
が
二
十

二
十
％
～
四
十
％
が
二
、
四
十
％
～

六
十
％
が
一
、
六
十
％
5
八
十
％
が

一
、
人
口
減
少
部
落
が
三
十
九
と
ほ

と
ん
ど
の
部
落
で
減
少
し
て
い
る
。

　
年
少
人
口
（
0
5
十
四
才
）
は
四

十
年
を
百
と
し
た
場
合
七
十
五
・
六

と
減
少
し
、
年
令
構
成
も
減
少
レ
た

が
、
生
産
年
令
人
口
（
十
五
5
五
十

四
才
）
は
四
十
年
を
百
と
し
た
場
合

九
十
三
・
六
と
減
少
し
た
が
年
令
構

成
は
増
加
し
て
い
る
。
老
令
人
口

（
五
十
五
才
以
上
）
は
四
十
年
を
百

と
し
た
場
合
百
六
・
七
％
と
増
加
し

年
令
構
成
も
増
加
し
て
い
る
。
老
令

人
口
の
増
加
が
目
に
つ
く
結
果
と
な

っ
た
。

年
次
別
人
口
の
移
り
か
わ
り
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　45年国勢調査部落別世帯数人口
（40年国調比△＝減）

　　　　区　分
部落名

人　　　口 世帯　数 、人口増減率 　　　区　分
部落名

人 口 世苗　数
人口増減率

45年 増減 45年 増減 45年 増波 45年 増減
芋　　　　　　沢 175 △13 36 △　1 △6．9％ 芋　川　新　　田 49 △7 10 o △12．5

里　　　　　　沢 276 △19 66 1 △6．4 芋　　　　　　川 180 △14 4（》 4 △7．2

束　　田　　沢 130 △11 29 0 △7．8 原　　　　　　町 38 △3 10 o △7．3

豊　　　　　　里 29 0 8 0 0 新　　　　　　塁 28 △4 8 0 △！2．5

如　　来　　寺 388 △50 78 1 △11．4 倉　　　　　俣 378 △29 82 △4 △　7．1

極　　藤　　原 142 6 32 2 4．4 重　　　　　地 335 △5L 71 △5 △13．2

上　　　　　　山 482 △12 ！06 4 △2．4 牧　　　　　　畑 48、 △9 9 0 △15．8

田　　　　　中 386 68 87 18 21．4 西　　田　　尻 22。 △LO 9 2 △31．3

小　　　　　　原 244 △15、 50 1 △5．8 西　　　　　方 53 △15 1！ 0 △22．1

千　　　　　溝 279 △7 64 3 △　2．4 小　　　　　　出 212闘 △51 51 △2 △19．4

荒　　　　　　屋 268 △21 63 2 △　7．3 下　　　　　　山 92 △19 19 ムユ △17．1

山　　　　　崎 371 △33 101 4 △8．2 清　　田　　山 128 △29 28 △5 △18．5

通　　η　　山 298 19 57 4 6．8 倉俣地区　計 1，563 △241 348 △1！ △13．4

き　き　よ　う原 37 △3 9 1 △7．5

高　　遵　　山 134 7 27 Q 5．5 田　　　　　　代 190 △66 47 △4 △25．8

朴　　木　　沢 92 △9 17 △2 △8．9

朴木沢新田
3！ △　7 5 α △18．4 隅　　　　　　寺 19 △55 5 △　9 △74．3

市　　之　　越 129 △26 28 o △16．8 宮　　　　　　中 423 △66 101 △7 △13．5

騰　　　　　　羽 47 △9 10 △　1 △16．1 堀　　之　　　内 301 △37 65 △6 △10．9

白　　羽　　毛 121 △27 28 0 △18．2 本　　崖　　　敷 270 △10 7L 7 △　3．6

裸　　　　　島 109 △18 21 △　董 △14．2 新　　屋　　敷 142 △24 32 △　2 △14．5

東　　田　　尻 191 △7 39 △2 △　3．5 貝野地区計 1，155 △192 274 △17 △14．3

角　　　　　間 95 △29 25 △3 △23．4」

樺　　　　　　沢 51 △35 10 △4 △‘0．7ト

合　　　　　下 42 △　9 10 △　！ △17．6

・ヒ　　　　　倉 103 △24 24 o △18．9

田沢地区計 4，650 △284 1，030 26 △5．＆ 中里村合計， 7，558 △783 ！，699 △6 △　9．4
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就
任
の
ご
あ
い
さ
っ

中
里
村
公
民
舘
長

』
ヵ
月
あ
ま
り
の
入
院
生
活
か
ら

解
放
さ
れ
て
、
職
場
へ
顔
を
出
す
途

中
、
車
の
中
か
ら
紅
葉
し
た
貝
野
の

山
々
の
美
し
さ
に
、
思
わ
す
「
き
れ

い
だ
な
あ
」
と
感
嘆
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
過
去
に
も
何
回
か
眺
め
た
景

色
で
し
た
が
、
今
年
ほ
ど
美
し
く
、

新
鮮
に
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
自
分
の
心
の
奥
ま
で
洗
い

清
め
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し

上
村
二

た
。

郎

　
さ
て
、
名
公
民
舘
長
と
し
て
、
村

民
の
皆
様
に
慕
わ
れ
て
き
ま
し
た
斉

藤
大
馨
さ
ん
が
、
舘
長
の
職
を
辞
さ

れ
ま
し
た
。
私
自
身
、
斉
藤
さ
ん
の

ご
人
格
、
ご
識
見
に
、
常
日
頃
か
ら

敬
服
し
て
い
ま
し
た
し
、
い
ろ
い
ろ

の
機
会
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
発
展

途
上
に
あ
り
ま
す
中
里
村
の
社
会
教

育
の
面
か
ら
考
え
ま
す
時
に
、
一
層

そ
の
感
を
深
く
い
た
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
ど
う
し
た
風
の
吹
き

ま
わ
し
で
し
ょ
う
か
、
私
の
よ
う
な

学
校
経
営
の
一
任
生
で
あ
り
、
社
会

教
育
に
つ
い
て
は
、
イ
ロ
ハ
も
知
ら

な
い
者
が
舘
長
の
大
役
を
お
引
き
受

け
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
は
め
に
な

り
ま
し
た
。
適
任
者
で
な
い
こ
と
は

自
分
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
、
ま
す
の

で
、
イ
ロ
ハ
の
イ
か
巧
勉
強
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
》
・

　
今
さ
ら
私
が
申
し
上
げ
る
ま
で
も

な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
公
民
舘
は

村
民
の
皆
様
の
い
わ
ぱ
茶
の
間
と
も

申
す
べ
き
集
会
の
場
で
あ
り
、
い
こ

い
の
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
し
っ
か
り
ふ
ま
え
て
、
専
任
の
職

員
の
方
々
と
協
力
し
て
、
茶
の
間
と

し
て
の
公
民
舘
を
気
軽
に
、
し
か
も

気
持
ち
ょ
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
心
が
け
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
茶
の
間
で
話
し

あ
わ
れ
た
こ
と
が
、
い
つ
か
輪
を
広

げ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
村
の
課
題
の
解

決
に
お
役
に
た
て
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
い
た
ら
な
い
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
叱
り
下
さ
い
。
、
弱
気
を

出
し
た
ら
励
ま
し
て
下
さ
い
．
。
役
場

や
農
協
や
郵
便
局
等
へ
お
出
か
け
の

節
と
か
、
パ
ス
待
ち
の
時
間
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
茶
の
間
に
お
立
寄
り
下

さ
い
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
な
話
題
を

提
供
し
て
下
さ
る
よ
う
却
願
い
し
ま

す
。　

以
上
、
あ
り
の
ま
N
の
気
持
を
述

べ
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
く
れ
ぐ
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

た
ば
こ
は
村
内
の

　
　
　
　
小
売
店
で
買
い
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
税
務
課
ー

・
た
ば
こ
消
費
税
は
村
の
大
き
な
財

源
で
す
。

　
日
頃
皆
様
の
お
買
い
求
め
に
な
る

た
ば
こ
か
ら
左
記
の
と
お
り
年
々
多

額
の
消
費
税
が
専
売
公
社
か
ら
納
入

さ
れ
、
村
の
発
展
に
大
き
く
役
立
っ

て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
四
十
三
年
度
　
五
七
三
万
円

　
昭
和
四
十
四
年
度
　
七
三
五
万
円

辞
任
の
ご
あ
い
さ
つ

斉

　
昭
和
三
十
七
年
九
月
よ
り
公
民
舘

長
の
席
を
汚
し
去
る
十
月
そ
の
職
を

辞
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
各
関
係
機
関
の
諸
先
生

方
を
は
じ
め
、
職
員
の
皆
様
方
よ
り

藤
　
大
　
馨

絶
大
な
る
御
庇
護
、
御
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
を
深
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
公
民
舘
の
諸
事

業
、
社
会
教
育
の
間
題
万
般
に
つ
い

て
、
村
民
の
皆
様
、
各
種
団
体
の
各

位
に
種
々
御
迷
惑
を
か
け
通
し
て
参

り
ま
し
た
こ
と
を
併
せ
て
深
く
お
詑

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
舘
長
さ
ん
の
下
に
愈
々
新
風
を

吹
き
述
ん
で
頂
き
村
の
社
会
教
育
が

進
歩
、
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念

し
て
居
り
ま
す
。

　
今
は
私
共
日
本
の
二
十
世
紀
の
は

じ
め
で
あ
り
、
こ
の
世
紀
の
出
発
を

あ
や
ま
ら
な
い
た
め
に
は
、
過
ぎ
来

し
方
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
私
共
の
生
活
環
境
は
異

常
な
進
歩
を
ご
げ
た
反
面
、
根
深
い

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
不
調
和
の
数
々
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
公
民
舘
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

間
に
特
に
感
じ
ま
し
た
こ
と
は
、
人

づ
く
り
が
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
一
番
必

要
な
の
は
、
愛
情
と
誠
実
で
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
精
神
で
あ
り
、
人
び
と
を

真
に
幸
福
に
し
よ
う
と
す
る
慈
悲
の

心
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
な

し
に
、
ど
う
し
て
、
人
間
を
っ
く
る

教
育
が
成
立
つ
で
あ
り
ま
し
ょ
う

か
。

　
「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
は
単
に

万
博
の
テ
ー
マ
で
あ
る
だ
け
で
は
な

く
、
正
に
人
類
の
今
日
的
課
題
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
－
降
雪
の
時
季
を

迎
え
た
今
日
こ
の
頃
、
ど
う
か
皆
様

に
は
充
分
御
自
愛
下
さ
い
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
御
無
礼
乍
ら
貴
重

な
紙
面
を
わ
借
り
し
て
辞
任
の
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
昭
和
四
十
五
年
度
　
七
五
〇
万
円

　
　
　
（
四
十
五
年
度
は
見
込
額
）

・
ご
旅
行
、
出
稼
ぎ
の
際
に
は
忘
れ

す
に
“
村
内
の
た
ば
こ
店
”
で
お
買

求
め
の
上
お
出
掛
け
下
さ
い
。

　
ご
旅
行
、
出
稼
ぎ
の
際
な
ど
に
皆

様
方
の
心
が
け
一
つ
で
、
た
ば
こ
消

費
税
が
村
の
税
収
に
大
き
な
寄
与
を

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
で
買
う
こ
と
に
よ
り
、
中
里
村
へ
十

　
例
え
ぱ
、
お
出
掛
け
の
折
二
十
本
三
円
八
十
八
銭
、
新
潟
県
へ
七
円
九

入
の
た
ぱ
こ
一
箱
（
銘
柄
、
価
額
に
十
銭
の
た
ぱ
こ
消
費
税
が
入
り
ま
す

関
係
な
い
）
を
中
里
村
の
た
ば
こ
店

県
政
懇
談
会
開
催
さ
れ
る

・
趣
旨

県
勢
発
展
の
た
め
の
長
期
構
想
に
つ

い
て
答
申
を
受
け
た
時
点
で
、
こ
の

構
想
が
広
く
県
民
に
理
解
さ
れ
、
地

域
の
今
後
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
：

を
ね
ら
い
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
県

関
係
者
と
地
域
住
民
と
が
意
見
の
交

換
を
行
な
う
た
め
に
県
政
懇
談
会
を
－

開
催
す
る

・
会
場

十
日
町
市
役
所
会
議
室

・
期
日

　　＜体育祭＞田沢中学校
10月10日雨のため1時間遅れで体育祭が予定通
り実施された。父兄の参加により大会の雰囲気
をもりあげ、P　TA混合の大玉送り等雨にもめ
げす全員夢中になつている姿が印象的であった

十
一
月
二
十
五
日
午
後
一
時
よ
り
四

時
ま
で
の
三
時
間

・
出
席
者

各
市
町
村
の
出
席
者
は
次
の
通
り
。

住
民
代
表
、
各
生
活
圏
ご
と
の
開
発

の
基
本
方
針
に
示
さ
れ
た
内
容
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
職
業
、
年
令
、
性
別
等
を
考
慮
し

て
各
層
か
ら
選
定
す
る
選
定
人
数
は

　
一
市
町
村
五
5
八
人
と
す
る
、
こ
の

選
定
は
市
町
村
に
依
頼
す
る
。
議
員

代
表
、
議
長
を
含
む
二
名
、
市
町
村

職
員
、
市
町
村
長
、
も
し
く
は
そ
の

代
表
、
企
画
担
当
職
員
一
市
町
村
二

名
程
度
と
す
る
。

そ
の
他
右
記
の
ほ
か
一
般
住
民
の
参

　
加
は
自
由
と
す
る
。

　
・
運
営
方
法

　
　
は
じ
め
に
長
期
構
想
の
概
略
を
生

　
活
圏
別
開
発
構
想
に
集
約
さ
れ
る
よ

　
う
に
、
県
側
、
住
民
側
両
者
一
体
と

　
な
っ
て
地
域
発
展
の
た
め
の
意
見
変

　
換
を
行
な
う
も
の
と
す
る
、
こ
の
た

　
め
事
前
に
長
期
構
想
を
要
約
し
た
も

　
の
を
一
般
参
加
以
外
の
出
席
者
に
配

　
布
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。
又
出
席

　
者
か
ら
そ
の
地
域
の
今
後
の
開
発
に

　
つ
い
て
の
意
見
質
疑
等
を
事
前
に
聴

，
．
取
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

子
ど
も
と
老
～

の
事
故
を
な
く

そ
・
つ

飲
酒
運
転
キ
や
め
ま
し

よ

中触　つ
里

村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

昭和45年11月15日とさかな（3）第172号（禦巖＆鰹禺）

大
望
清
津
峡
萬
年
橋
竣
工
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
工
費
一
千
六
百
二
万
円
で

　
待
望
の
万
年
橋
が
去
る
十
月
十
二

日
竣
工
さ
れ
た
。
万
年
橋
は
昨
年
八

月
株
式
会
社
三
高
土
木
に
よ
り
、
工

事
費
六
百
六
十
七
万
円
で
、
橋
台
二

機
と
取
り
付
け
道
路
が
作
ら
れ
、
本

年
六
月
よ
り
、
東
京
の
ト
ピ
ー
工
業

株
式
会
社
に
よ
り
、
工
事
費
九
百
三

十
五
万
円
で
H
鋼
桁
の
製
造
及
び
取

り
付
け
等
工
事
が
実
施
と
な
り
十
月

二
十
六
日
の
渡
り
初
め
の
儀
式
に
村

長
は
じ
め
議
会
議
長
、
地
元
議
会
議

員
来
賓
と
し
て
、
十
日
町
警
察
署

長
、
十
日
町
土
木
事
務
所
長
、
地
元

関
係
者
多
数
参
列
さ
れ
地
元
住
民
の

見
守
る
中
で
地
元
の
高
令
者
．
藤

ノ
木
徳
賢
さ
ん
倹
も
同
妻
イ
ヨ
さ
ん

（七

む
夫
婦
、
山
本
広
平
さ
ん
倹
四
）
妻

サ
ダ
さ
ん
伏
o
）
夫
婦
の
二
夫
婦
が
渡

り
初
め
の
任
に
あ
り
盛
大
な
る
渡
り

初
め
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
渡
り
初
め
と
は
、
橋
の
開
通
式
に

初
め
て
渡
る
こ
と
で
三
組
揃
っ
た
夫

ノ

婦
に
渡
り
初
め
を
さ
せ
る
風
習
が
あ

る
。
こ
の
謂
わ
れ
は
「
目
出
た
い
こ

と
を
目
出
た
い
人
に
」
や
っ
て
も
ら

う
、
縁
起
だ
と
す
る
説
と
、
　
「
日
本

の
風
土
的
条
件
は
橋
の
維
持
を
き
わ

め
て
難
し
い
も
の
に
し
、
人
柱
伝
は

多
く
の
橋
に
つ
い
て
語
ら
れ
又
、
橋

の
た
も
と
に
神
の
杷
ら
れ
る
例
も
そ

の
故
で
あ
る
。
三
夫
婦
揃
っ
て
健
在

と
い
う
こ
と
は
珍
ら
し
い
も
の
と
い

う
よ
り
目
出
た
い
こ
と
で
、
こ
れ
に

な
ら
い
、
長
く
災
害
に
も
耐
え
維
持

さ
れ
る
よ
う
に
と
い
う
説
も
あ
る
。

全
国
大
会
で
優
勝
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
分
校
定
時
制

◎
柔
道
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
件
に
も
負
け
す
、
毎
夜
授
業
終
了
後

　
本
年
十
高
田
沢
分
校
定
時
制
柔
道

部
は
、
昼
は
働
き
夜
は
学
び
の
悪
条

宮
越
先
生
の
監
督
の
下
に
練
習
錬
磨

を
重
ね
、
新
潟
市
白
山
高
校
で
行
な

わ
れ
た
全
国
大
会
出
場
選
手
権
大
会

に
出
場
し
、
百
数
十
名
の
選
手
に
ょ

り
争
わ
れ
、
結
局
七
名
の
選
手
が
栄

冠
を
得
た
が
、
こ
の
中
に
中
島
弘
司

君
（
本
屋
敷
）
、
山
田
政
一
郎
君

（
東
田
尻
）
の
二
人
が
含
ま
れ
る
栄

誉
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
全
国
大
会
は
東
京
武
道
舘
で
、
去

る
八
月
二
十
一
日
に
開
会
の
幕
が
切

っ
て
お
と
さ
れ
、
新
潟
は
第
一
試

合
静
岡
県
代
表
と
対
戦
し
3
1
i
O

で
楽
勝
、
笥
二
試
合
は
京
都
代
表
と

対
戦
こ
の
試
合
は
本
大
会
中
一
番
苦

し
く
2
i
l
で
よ
う
や
く
に
し
て

勝
っ
た
。
第
三
試
合
は
準
決
勝
戦
、

秋
田
県
代
表
と
対
戦
4
ー
ー
0
で
楽

勝
し
決
勝
進
出
が
決
ま
っ
た
。
決
勝

戦
は
福
岡
県
代
表
と
対
戦
し
3
」

1
で
下
し
初
の
全
国
優
勝
を
な
し

と
げ
た
。

【
写
真
右
よ
り
中
島
、
山
田
、
富
井
】

　
田
沢
分
校
定
時
制
代
表
二
人
の
中

一
人
山
田
政
■
一
郎
君
（
東
田
尻
）
は

現
在
二
年
生
で
、
三
年
、
四
年
．
と
全

国
大
会
に
出
場
出
来
る
も
の
と
関
係

者
は
期
待
し
て
い
る
。
本
人
も
こ
の

期
待
に
答
え
る
べ
く
、
平
素
の
練
習

に
専
念
さ
れ
る
よ
う
希
む
も
の
で
あ

る
。

◎
陸
上
競
技
部

　
す
で
に
新
聞
、
雑
誌
等
で
報
道
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
先
刻
御
存
知
の
方

も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
田

沢
分
校
定
時
制
一
年
、
富
井
シ
ゲ
子

さ
ん
（
市
之
越
）
は
七
月
四
日
五
日

高
田
市
に
お
か
れ
て
県
陸
上
選
手
権

大
会
に
お
い
て
、
砲
丸
投
で
九
層
九

六
の
成
績
を
も
っ
て
全
国
大
会
に
出

場
。
全
国
大
会
は
八
月
二
十
六
日
～

二
十
八
日
国
立
競
技
場
で
開
か
れ
、

富
井
シ
ゲ
子
さ
ん
は
一
年
生
で
あ
る

が
、
十
層
○
八
の
記
録
を
も
っ
て
堂

々
砲
丸
投
で
全
国
優
勝
を
な
し
と
げ

た
。
こ
の
選
手
も
大
い
に
今
後
期
待

が
よ
せ
ら
れ
る
選
手
で
あ
る
。

　
次
に
田
沢
分
校
の
今
年
の
運
動
戦

績
を
以
下
略
記
す
。

「
県
下
高
校
弥
彦
新
潟
駅
伝
」
第
四

位
十
日
町
定
時
制
チ
ー
ム

　
小
林
敏
和
君
（
三
年
）
が
・
田
沢
分

校
か
ら
参
加
し
、
ア
ン
カ
ー
と
し
て

八
・
ニ
キ
。
の
長
丁
場
で
活
躍
。

そ
の
他
大
島
イ
ツ
さ
ん
，
（
三
年
）
女

子
八
百
材
、
石
沢
満
君
（
二
年
）
短

距
離
、
村
山
元
春
君
（
一
年
）
走
高

跳
と
云
っ
た
生
徒
が
、
県
大
会
、
二

市
三
郡
の
陸
上
競
技
大
会
で
健
闘
し

た
。
又
前
記
の
小
林
君
は
が
県
大
会

で
の
男
子
五
千
層
競
技
で
二
位
の
好

成
績
を
残
し
て
い
る
。
お
も
だ
っ
た

と
こ
ろ
は
以
上
で
あ
る
が
、
特
筆
す

べ
き
は
富
井
ン
ゲ
子
さ
ん
の
活
躍

で
あ
り
、
柔
道
の
両
名
の
奮
闘
で
あ

る
。
中
島
君
を
除
い
て
は
、
い
す
れ

も
三
年
生
以
下
の
生
徒
で
す
か
ら
、

今
後
の
飛
躍
的
成
長
を
期
待
し
た
い

も
の
で
す
。

中
里
文
芸

　
　
　
　
　
　
十
一
月
投
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

よ
く
鳴
ら
す
鬼
灯
母
の
な
い
姉
妹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

屈
託
も
な
き
あ
ら
そ
い
や
文
化
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凍
子

息
白
く
白
根
山
の
湖
を
覗
き
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

化
か
さ
れ
そ
う
な
真
夜
の
足
音
霧
と

な
る
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

芒
原
月
が
昇
れ
ぱ
夜
行
獣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峰
月

の
し
か
か
る
重
圧
冷
雨
降
る
寸
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
柳

夜
な
べ
終
え
風
呂
に
ひ
た
り
て
大
欠

伸
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

ほ
ほ
被
り
子
に
結
ば
せ
て
蓮
根
掘
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
史

政
争
も
ど
こ
吹
く
風
ぞ
菊
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

臼
鳥
の
第
一
陣
や
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

ち
り
の
推
を
縫
う
と
は
つ
ら
し
細
矧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
’
ノ

片
陽
着
て
雲
上
の
妙
高
初
の
雪

　
　
　
短
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
え

◎
夫
な
き
人
ら
の
中
に
我
も
居
て
峠

　
の
も
み
じ
パ
ス
は
縫
い
ゆ
く

◎
農
業
に
て
生
活
た
つ
る
を
迷
い
つ

　
つ
今
日
種
も
み
を
選
り
わ
け
に
け

　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
々
’
カ
イ

◎
供
米
は
も
み
す
り
機
よ
り
さ
ら
さ

　
ら
と
今
積
り
居
り
思
ひ
幾
多
に

◎
都
下
住
む
子
等
に
と
ど
け
と
ね
が

　
い
つ
つ
供
米
の
口
灯
下
に
と
じ
居

■
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
　
了

◎
同
級
の
悪
友
よ
れ
ば
ま
づ
一
杯
と

　
三
十
路
す
ぎ
て
も
独
り
身
同
志


